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この会報は地域班長・グループリーダーの協力により会員の皆さんに配付されています。 

                              

–
 

                             

                

 

             

                           

地域の「支え手」「担い手」として、生涯現役社会の実現に向けて 

お知り合いの方を 
ご紹介ください 厚木シルバー会員大募集！ 

家庭からの受注拡大! 女性会員増強中!! 

 
入会 
資格 

厚木市内在住の 60 歳以上で健康で働く意欲 
がありセンターの目的に賛同する方  
 入会説明会受講（毎月第２水曜日・木曜日） 
 接遇研修会受講（毎月第３水曜日 午前１０時） 

入会申込書・承諾書・配分金振込口座届の提出 

理事長承認・年会費３千円納入 

 会
員
登
録 

入
会
手
続 

シ
ル
バ
ー
は
親
切
・
丁
寧 

個人・家庭からの仕事や、企業から 

の継続的な仕事の受注拡大を図っ

ています。ご近所の方や以前勤務

していた会社をご紹介ください。 

情報をお待ちしています 046-224-9585 まで 

お引受けできる仕事 ∽∽                  ∽∽ 

家事援助 高齢者介助 育児支援 除草・草刈 

植木剪定  襖・障子張替  修繕（大工・塗装） 

パソコン出張指導 宛名書き 屋内外軽作業など 

シ
ル
バ
ー
は
人
の
輪
・
知
恵
の
輪
・
地
域
の
輪 

入会 
説明会の 
お知らせ 毎月第２水曜日・木曜日の２回実施します！ （詳細はセンターまで） 

新新新
・・・
生生生
活活活
様様様
式式式
ででで   

シシシ
ルルル
バババ
ーーー
ももも   

笑笑笑
顔顔顔
ででで
進進進
ももも
ううう   

 

発行元 公益社団法人 
厚木市シルバー人材センター 
所在・厚木市松枝 2-5-17 
TEＬ・046-224-9585 
FAX・046-222-8559 
E-mail・atsugisc@sjc.ne.jp 
URL・http://www.atsugi-sjc.org 
 

 

令令令和和和２２２年年年度度度定定定時時時総総総会会会   

６６６月月月３３３日日日セセセンンンタタターーーにににててて開開開催催催ささされれれままましししたたた   
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清
流
に
若
鮎
の
踊
る
頃
と
な
り
ま
し
た
。 

 

日
頃
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に

御
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

４
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
５

月
末
に
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る

状
況
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員
の

皆
様
一
人
ひ
と
り
の
対
策
に
よ
り
感
染
者

は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。
現
在
も
マ
ス
ク
の

着
用
や
手
洗
い
の
徹
底
、
３
密
を
避
け
る

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
さ
れ
、
新
し
い
生

活
様
式
の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
規
模
を
縮
小
し
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
定
時
総
会
で
は
、
令
和

元
年
度
の
事
業
実
績
や
令
和
２
年
度
の
予

算
等
の
報
告
、
令
和
元
年
度
の
収
支
決
算

及
び
理
事
・
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
御
承

認
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

令
和
２
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
継
続
し

な
が
ら
、
会
員
の
増
強
、
受
注
の
拡
大
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
理

解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
２
年
度 

 

定
時
総
会
開
催 

 

６
月
３
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
防
止
対
策
と
し
て
規
模
を
縮
小
し
、

会
員
９
２
５
名
（
委
任
状
９
０
４
名
を
含

む
）
に
よ
り
厚
木
市
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

会
議
室
に
て
開
催
と
成
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
我
が
国
の
労
働
力
人
口
は
、
少
子
高
齢

化
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
し
た
が
、
政
府
の
継
続
雇
用
制
度
等

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
令
和
２
年
１
月
現

在
の
完
全
失
業
率
は
２
．
４
％(

昨
年
は
２
．

５
％)

と
な
り
、
労
働
力
人
口
及
び
就
業
者

数
は
増
加
し
て
お
り
、
雇
用
情
勢
の
改
善

は
続
い
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
内
外
経
済
に
与
え
る
影
響

等
か
ら
先
行
き
不
透
明
で
あ
り
、
十
分
注

視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
課
題
解
決
の
た
め
、
人
手
不
足

分
野
や
介
護
、
育
児
等
現
役
世
代
を
支
え

る
分
野
で
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
通
じ
た
高
齢
人
材
を
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
と
と
も
に
、
働

く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
活
躍
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
「
生
涯
現
役
社
会
」
の
実

現
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
会
員
数

は
、
横
ば
い
の
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
入
会
説
明
会
の
見
直
し
や
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
、
会
員
の
増
強
と
受

注
の
拡
大
を
推
進
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
「
第
１
次
基
本
計
画
」
の
基
本
視
点

を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
「
自
主
・
自
立
、

共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の
下
、
会
員
、

役
職
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
計
画
の
達
成

を
目
指
し
、
公
益
法
人
と
し
て
地
域
社
会

か
ら
信
頼
さ
れ
る
事
業
を
着
実
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。 

 

１ 

計
画
の
視
点 

(

１)
 

会
員
の
増
強 

(

２)
 

受
注
の
拡
大 

(

３)
 

組
織
体
制
の
充
実 

(

４)
 

安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底 

(
５)

 

財
政
基
盤
の
確
立 

(

６)
 

連
帯
・
交
流
活
動
の
推
進 

 

２ 

事
業
計
画
目
標 

 
(

１)

会
員
数 

 
１
１
６
０
人 

 
(

２)

契
約
金
額 

４
億
７
０
０
０
万
円 

令
和
２
年
度
経
常
収
益
予
算
額
は
５
億

３
１
０
５
万
１
千
円
、
主
な
内
訳
は
受
託

事
業
収
益
４
億
３
８
９
９
万
５
千
円
、
受

取
会
費
３
４
８
万
８
千
円
、
受
取
補
助
金

等
５
４
５
５
万
１
千
円
、
経
常
費
用
は
、 

事
業
費
５
億
２
１
３
２
万
６
千
円
、
管
理

費
９
７
２
万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。 

    

令
和
元
年
度
の
我
が
国
経
済
は
、
12
月

ま
で
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
後
の
消
費
者

マ
イ
ン
ド
の
動
向
に
留
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
が
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善

が
続
く
中
で
、
各
種
政
策
の
効
果
も
あ
り
、

引
き
続
き
緩
や
か
な
回
復
が
続
く
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
２
月
か
ら
は
一
転
し

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
国
や
県
か
ら
各
種
事
業
活
動
の
縮

小
な
ど
の
自
粛
要
請
が
あ
り
、
国
民
生
活

等
が
制
限
さ
れ
、
大
変
厳
し
い
状
況
と
成

り
ま
し
た
。 

 

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
公
共

施
設
や
事
業
所
等
の
休
館
や
休
業
、
営
業

時
間
の
短
縮
と
い
っ
た
感
染
症
予
防
対
策

が
取
ら
れ
て
い
る
中
、
一
部
会
員
に
お
い

て
も
就
業
機
会
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
が
、
年
間
を
通
し
て
民
間
事
業
所
や
公 

 

理事長 

 

志村利夫 

 

あ 

い 

さ 

つ 

 

事
業
計
画
・
収
支
予
算 

 

事
業
報
告
・
収
支
決
算 
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共
団
体
か
ら
の
受
注
な
ど
就
業
拡
大
を
図

っ
た
こ
と
が
功
を
奏
し
、
契
約
金
額
に
つ

い
て
は
、
前
年
度
を
大
き
く
上
回
る
４
億

７
７
４
８
万
円
に
達
し
、
過
去
最
高
の
数

値
と
な
り
ま
し
た
。 

 

全
国
的
に
事
業
実
績
は
、
横
ば
い
の
傾

向
が
見
ら
れ
る
中
で
、
当
セ
ン
タ
ー
が
こ

の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
の
は
、
市
民
の
皆
様
方
か
ら
信
頼
さ

れ
、
発
注
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
業
務
の

遂
行
が
図
ら
れ
た
と
と
も
に
、
会
員
、
役

職
員
等
が
一
体
と
な
っ
て
効
果
的
な
普
及

啓
発
活
動
に
よ
り
、
就
業
機
会
の
拡
大
に

努
め
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

以
下
、
令
和
元
年
度
の
事
業
実
績
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。 

              

令
和
２
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
、
セ

ン
タ
ー
の
事
業
発
展
に
多
年
に
わ
た
り

貢
献
さ
れ
、
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
正
会

員
及
び
役
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

   

正
会
員
と
し
て
継
続
２０
年(

敬
称
略) 
 

 
 

 

■
鈴
木 

利
雄 

 
(

三
田
南)

 
 

■
種
川 

英
筰 

 
(

三
田)
 

 
 

■
山
口 

武
司 

 
(

愛
名)

 
 
 

   

役
員
と
し
て
３
期 

(

敬
称
略)

 

◆
宇
喜
田 

英
郎 

(

厚
木
町)

 

◆
草
栁 
英
雄 

 
(

小
野)

 

◆
田
中 

行
衛 

 
(

三
田
南)

 

◆
関
屋 

猛 
 

 
(

愛
甲)

 

◆
望
木 

文
夫 

 
(

三
田)

 
 

          

   

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
16

名
の
理
事
と
２
名
の
監
事
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。 

 
 
 
 

退 

任 

役 

員 

 

令
和
２
年
６
月
３
日
を
も
っ
て
退
任

さ
れ
た
方
々
。 

 
 

（
敬
称
略
） 

常
務
理
事 

加 

藤 

毅 
 

 
 

 

理 
 
 

事 

武 

藤 

慎 

一 

 

理 
 

事 

草 

栁 

英 

雄 

 

理 
 

事 

関 

屋 

猛 

 

理 
 

事 

吉 

田 

昭 

二 

監 
 
 

事 

落 

合 

昇 
 

 

 
 

 
 

             

   

新 

役 

員 
 

 
 

定
時
総
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
新

た
な
理
事
長
、
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事

が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

任
期
は
令
和
２
年
６
月
３
日
か
ら 

令
和
４
年
度
定
時
総
会
ま
で
で
す
。 

(

敬
称
略)

 

理 
 

事 

長 
 

志 

村 

利 

夫 

副 

理 

事 

長 
 

望 

木 

文 

夫 

常 

務 

理 

事 
 

小 

島 

利 

忠 

理 
 

 
 
 

事 
 

石 

井 

勝 

巳 

理 
 

 
 

事 
 

大 

塚 

清 

一 

理 
 

 
 

事 
 

宇
喜
田 

英 

郎 

理 
 
 
 
 
 
 

事 
 

清 

水 

節 

男 

理 
 

 
 

事 
 

拝 

郷 

芳 

樹 

理 
 

 
 

事 
 

多 

田 

奈
み
江 

理 
 

 
 

事 
 

田 

中 

行 

衛 

理 
 

 
 

事 
 

長 

尾 

久
美
子 

理 
 

 
 

事 
 

小 

澤 

幸 

男 

理 
 

 
 

事 
 

長
谷
川 

敬 

一 

理 
 

 
 

事 
 

真 

板 

肇 

理 
 

 
 

事 
 

佐 

藤 

義 

男 

理 
 

 
 

事 
 

黒 

田 

宣 

行 

監 
 
 
 
 
 

事 
 

山 

下 

た
ね
子 

監 
 

 
 

事 
 

齊 

藤 

晴 

雄 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

契約金額 477,483 千円 460,651 千円 16,832 千円 3.7 ％

受注件数 4,704 件 4,779 件 △75 件  △ 1.6 ％

会 員 数 1,060 人 1,056 人 4 人 0.4 ％

就業実人数 984 人 977 人 7 人 0.7 ％

令 和 元 年 度 事 業 実 績

　　　年度

項目
令和元年度 平成３０年度 増　減 前年度比

 

役 

員 

選 

任 

後列 役 員 表 彰 
前列 正会員表彰 
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地
域
班
会
議
は
セ
ン
タ
ー
の
「
地
域

班
設
置
要
綱
」
に
基
づ
き
年
２
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

毎
回
、
新
入
会
員
の
紹
介
や
最
新
の

受
注
情
報
共
有
な
ど
地
域
に
密
着
し

た
情
報
交
換
の
場
と
し
て
機
能
し
て

い
ま
す
。
２
月
開
催
の
班
会
議
に
つ
い

て
は
、
同
時
に
交
通
安
全
講
習
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。 

 
 

今
年
２
月
の
出
席
率
は
約
40
％
で

し
た
。 

 

                

会
議
の
案
件
（
２
月
） 

① 

受
注
情
報
の
提
供
に
つ
い
て 

② 

車
両
の
使
用
要
綱
改
正
に
つ
い
て 

③ 

令
和
元
年
度
事
業
状
況
に
つ
い
て 

④ 

地
域
班
長
の
選
出 

等 

                         

笹生 守 
厚木北 

長谷川敬一 

厚木南 

中村徳夫 
睦合北 

吉田昭二 

愛甲 

真板 肇 
小鮎 

木村秀夫 
荻野南 

長尾 登 
睦合南 

梅澤久二 
依知北 

飯塚憲治 
南毛利 

長島茂夫 
荻野東 

浪花芳法 
睦合西 

中嶋廣美 
相川 

鶴谷和己 
依知南 

瀬戸正健 

森の里 

望木文夫 

管理 

草栁英雄 

植木 

清水節男 
公民館管理 

長尾久美子 
家事援助 

宇喜田英郎 

駐車場管理 

任
期
：
令
和
2
年
4
月
1
日 

～
令
和
4
年
3
月
31
日 

三橋保一 
玉川 

市川喜美雄 
荻野北 

菅枝 稔 
緑ヶ丘 

鎌田正弘 
除草 

宮路征夫 
襖 

 

任期 

令和 2 年 6 月 3 日 

～令和 4 年度定時総会 

 

地 

域 

の 

輪 
地
域
班
会
議 

地域班

小 鮎 7/3(金) 13:30  小鮎公民館 ２階集会室

緑 ヶ 丘 7/7(火) 9:30  緑ヶ丘公民館 ２階学習室

愛 甲 7/8(水) 13:00  愛甲公民館 １階集会室

荻 野 南 7/9(木) 13:00  荻野公民館 ２階集会室A

依 知 南 7/13(月) 13:30  依知南公民館 ２階集会室

睦 合 西 7/13(月) 13:30  睦合西公民館 １階工作室

厚 木 南 7/20(月) 13:30  厚木南公民館 ２階会議室１

睦 合 北 7/21(火) 13:30  睦合北公民館 １階大会議室

南 毛 利 7/21(火) 13:30  南毛利公民館 １階集会室

依 知 北 7/22(水) 13:30  依知北公民館 １階集会室1・2

荻 野 北 7/22(水) 13:30  荻野公民館上荻野分館 １階集会室

玉 川 7/27(月) 13:30  玉川公民館 １階会議室

森 の 里 7/27(月) 13:30  森の里３丁目自治会館 集会室

相 川 7/28(火) 13:30  相川公民館 １階集会室

厚 木 北 7/30(木) 13:30  厚木北公民館 ２階集会室

睦 合 南 7/30(木) 13:30  睦合南公民館 ２階集会室

荻 野 東 7/31(金) 13:30  荻野公民館 ２階集会室A・B

■　健康管理講習会は班会議の開始前または終了後に実施します。

令和２年度第1回地域班会議及び健康管理講習会日程表

開催日時

地
域
班
長
か
ら
の
開
催
通
知
に
対
し

、
出
欠
席
を
必
ず
回
答
し
て
下
さ
い

。

場　　　所

第
１
回
地
域
班
会
議
が
左
記
の
通
リ
開
催
さ
れ
ま
す

。
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安 全 ニ ュ ー ス 
安全管理委員会 

   
当
地
域
班
の
年
間
行
事
と
し
て
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は 

昨
年

11
月
13
日
に
行
っ
た
厚
木
市
健

康
・
交
流
の
道
小
鮎

川

ル
ー

ト
で
す

。  
 

18
名
の
参
加
で
紅

葉
に
染
ま
る
曇
り 

空
の
中
、
厚
木
市 

営
プ
ー
ル
前
か
ら 

飯
山
温
泉
ま
で
の 

７
㎞
の
行
程
で
す
。 

川
の
せ
せ
ら
ぎ
と

鳥
の
声
を
聞
き
、 

 
 
 

       

私
の
業
務
は
厚
木
市
野
球
場
の
休
日

（
土
、
日
、
祝
）
管
理
で
、
３
人
の
輪

番
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
３
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
仕
事
を
始
め
る
き
っ
か
け

は
先
輩
の
紹
介
で
し
た
。
す
ぐ
に
、
管

理
要
領
及
び
手
順
の
説
明
等
の
教
育
を 

水
鳥
、
鯉
、
景
色
を
見
て
、
会
話
を
楽

し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。 

途
中
、
川
の
堤
防
の
土
が
む
き
出
し

に
な
っ
て
い
る
所
が
あ
り
、
そ
れ
は
先

に
あ
っ
た
台
風
19
号
・
20
号
の
爪
跡
で

し
た
。 

飯
山
温
泉
に
着
い
た
時
は
写
真
の 

よ
う
に
ざ
る
菊
が
満
開
を
迎
え
て
い
て

参
加
者
皆
さ
ん
が
感
動
し
て 

い
ま
し
た
。 

 

花
を
見
な
が
ら
コ
ン
ビ
ニ 

弁
当
や
手
作
り
弁
当
を
美
味
し 

 

く
食
べ
た
後
、
最
後
は 

 
「
ふ
る
さ
と
の
宿
」
で
日
帰
り 

温
泉
で
す
。 

と
て
も
癒
さ
れ
た
一
日
で
し
た
。 

  

受
け
仕
事
と
な
り
ま
し
た
。 

心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
利
用
さ
れ

る
方
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら

う
た
め
に
、
就
業
開
始
30
分
程
前
に
は

出
勤
し
、
ロ
ビ
ー
・
更
衣
室
・
施
設
（
野

球
場
・
コ
ー
ト
・
広
場
）
を
確
認
し
ま

す
。
秋
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
落
葉
清

掃
を
し
ま
す
。 

敷
地
内
の
清
潔
と
安
全
点
検
も
兼
ね

日
に
３
回
の
巡
回
を
実
施
し
、
ゴ
ミ
の

回
収
と
事
務
所
周
り
の
雑
草
が
目
立
つ

場
合
は
除
草
作
業
を
行
い
ま
す
。 

 

今
後
も
会
員
の
皆
様
が
感
動
を
得
ら

れ
る
地
域
班
活
動
を
つ
づ
け
て
い
き
た 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

     

          

利
用
さ
れ
る
方
が
楽
し
く
使
用
で
き

る
よ
う
に
声
掛
け
に
心
が
け
る
と
と
も

に
、
敷
地
内
を
散
歩
さ
れ
て
い
る
市
民

の
方
々
に
も
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
行

っ
て
い
ま
す
。
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
。
」
「
こ
ん
に
ち
は
。
」
「
お
疲
れ
様
で

す
。
」
等
、
明
る
く
接
す
る
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。 

野
球
場
受
付
業
務
を
通
し
て
、
如
何

に
利
用
者
に
気
持
ち
良
く
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
か
、
改
め
て
接
遇
の
大
切
さ

を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

日
ご
ろ
か
ら
会
員
の
皆
様
に
は
、
安

全
・
適
正
就
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
度
は
重
篤
事
故
１
件
、
傷
害
事

故
６
件
、
賠
償
事
故
２
件
が
発
生
し
ま

し
た
。 

 

傷
害
事
故
で
は
落
下

事
故
３
件
、
刃
物
等
接
触

事
故
２
件
、
転
倒
事
故
１

件
な
ど
、
こ
こ
数
年
事
故

件
数
は
横
ば
い
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

今
年
度
も
引
き
続
き

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
た

め
、
皆
様
に
は
今
ま
で
以

上
に
安
全
・
適
正
就
業
を

意
識
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

な
お
、
今
年
度
の
安
全
・
適
正
就
業

に
係
る
活
動
は
、 

・
職
種
班
単
位
の
事
故
防
止
強
化 

・
地
域
班
会
議
に
お
い
て
の
講
習
会 

(

健
康
管
理
及
び
交
通
安
全
関
係
） 

・
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化 

他
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
加
え
、
熱
中
症
予
防

対
策
も
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
十
分
注
意
し
て
就
業
し
て
下
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

接
遇
を
考
え
る
（
第
９
回
） 

「
快
く
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
」 

(

森
の
里) 

外
崎 

武
文
さ
ん 

 

   

地
域
班
活
動
報
告 

睦
合
南
地
域
班 

長
尾 

登 
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（ 

下
荻
野
） 

 

私
は
、
保
育
関
係
の 

 
 

 
 

 
 

 

仕
事
を
退
職
後
、
し
ば 

 
 

 
 

 
 

 

ら
く
の
ん
び
り
過
ご
し 

 
 

 
 

 
 

 

て
い
ま
し
た
が
、
少
し 

は
社
会
と
関
わ
り
を
も

ち
た
い
と
思
っ
て
い
た
時
、
セ
ン
タ
ー
の

チ
ラ
シ
を
見
て
会
員
登
録
し
ま
し
た
。 

今
、
伺
っ
て
い
る
お
宅
は
手
が
不
自
由

な
方
な
の
で
清
掃
や
食
事
の
下
準
備
な
ど

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
私
の
主
人

は
23
年
前
障
が
い
者
と
な
り
、
こ
れ
を
機

に
ヘ
ル
パ
ー
２
級
を
取
得
し
、
様
々
な
福

祉
援
助
を
利
用
し
な
が
ら
、
在
宅
介
護
が

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

お
客
様
の
要
望
に
添
え
る
様
に
作
業
を

進
め
、
清
掃
後
に
「
綺
麗
に
な
っ
て
気
持

ち
が
良
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
た
時
は
、

本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
医
療
行
為
等
を
依

頼
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
出
来
な

い
事
を
お
伝
え
し
、
施
設
を
紹
介
す
る
様

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。 

趣
味
の
銅
版
工
芸
は
完
成
ま
で
に
数
か

月
も
か
か
る
作
品
も
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
か

ら
も
体
調
管
理
に
気
を
つ
け
て
「
頼
ん
で

良
か
っ
た
ぁ
」
と
思
っ
て
頂
け
る
様
に
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
。 

会員のみなさん 

旭
町
２
丁
目
自
転
車
等
駐
車
場
（
以
下
駐
輪

場
）
は
、
本
厚
木
駅
南
口
か
ら
徒
歩
１
分
の
絶

好
の
場
所
に
鉄
骨
３
階
建
て
に
屋
上
を
加
え
、

延
床
面
積
1

4

0

0
㎡
で
自
転
車
611
台
、
原

動
機
付
自
転
車
51
台
を
収
容
し
ま
す
。 

設
備
面
で
は
、
車
両
の
出
入
り
の
認
識
か
ら
、

 

学
童
保
育
は
、
保
護
者
の
就
労
、
疾
病
な
ど

で
放
課
後
帰
宅
し
て
も
、
家
庭
で
保
育
で
き
な

い
１~

３
年
生
を
対
象
に
、
適
切
な
遊
び
と
生
活

の
場
を
提
供
し
、
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

訪
問
し
た
妻
田
小
学
校
の
「
学
童
保
育
」
は
、

指
導
員
３
名
と
、
補
助
員(

会
員)

１
名
が
１
班

を
構
成
し
、
４
班
体
制
で
約
40
名
の
学
童
に
対

応
し
て
い
ま
し
た
。 

ま
ず
、
子
供
た
ち
が
入
室
し
た
ら
、
必
ず 

「
手
洗
い
」
「
う
が
い
」
を
促
し
ま
す
。 

 

そ
の
後
、
本
読
み
、
自
由
学
習
、
外
遊

び
、
自
由
時
間
、
お
弁
当
の
時
間
等
が
あ

ま
す
。
本
読
み
の
時
間
に
は
、
絵
本
、
漫

一
時
利
用
料
や
定
期
券
の
購
入
に
至
る

ま
で
、
利
用
者
管
理
は
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
行
い
ま
す
。 

１
階
は
、
原
動
機
付
自
転
車
専
用
で
、

自
転
車
は
、
入
口
か
ら
屋
上
ま
で
電
動 

ス
ロ
ー
プ
を
使
い
、
上
下
２
段
式
の
ラ 

ッ
ク
に
駐
輪
し
ま
す
。 

24
時
間
利
用
で
き
、
本
厚
木
駅
に
近 

い
こ
と
か
ら
学
生
に
も
人
気
が
あ
り
ま 

す
が
、
コ
ロ
ナ
騒
動
で
、
臨
時
休
校
が 

続
い
て
い
る
た
め
利
用
者
か
ら
の
問
い 

合
わ
せ
が
多
く
来
て
い
ま
す
。 

 
 

副
リ
ー
ダ
ー
の
長
澤
さ
ん
は
、
「
一
刻 

も
早
く
、
緊
急
事
態
が
解
除
さ
れ
、
新 

し
く
快
適
な
駐
輪
場
を
多
く
の
学
生
に 

利
用
し
て
も
ら
い
、
学
校
生
活
を
謳
歌 

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
熱
く
語
っ
て
下 

さ
い
ま
し
た
。 

 

画
な
ど
を
読
み
ま
す
が
、
席
を
離
れ
走
り

回
っ
た
り
、
別
の
児
童
と
じ
ゃ
れ
あ
っ
た

り
す
る
子
が
い
る
と
、
こ
れ
を
注
意
し
ま

す
。 外

遊
び
は
校
庭
の
遊
具
で
遊
ぶ
の
で
、 

け
が
の
な
い
よ
う
見
守
り
ま
す
。 

学
童
保
育
の
行
事
は
、
新
入
生
歓
迎

会
、
お
誕
生
日
会
、
端
午
の
節
句
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
な
ど
季
節
ご
と
に
行
わ
れ
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
準
備
の
お
手
伝
を
し
ま

す
。 少

子
高
齢
化
時
代
に
、
シ
ル
バ
ー
の
仲 

間
が
、
働
く
若
い
人
達
の
助
け
に
な
る
よ

う
「
エ
ー
ル
」
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

旭町 2 丁目自転車等駐車場 

今
回
の
職
場
訪
問
は
、
今
年
４
月
１
日
に
オ

ー
プ
ン
し
た
「 

厚
木
市
営
旭
町
２
丁
目
自
転

車
等
駐
車
場
」
と
妻
田
小
学
校
の
「 

学
童
保

育
」
の
現
場
を
訪
ね
ま
し
た
。 
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＊作り方 

① ひき肉・もやし・にらをフライ 

  パンで炒める、この時に片栗粉 

以外の調味料をいれる。 

・水溶き片栗粉を作っておく 

② 具材に火が通ったら 

水溶き片栗粉を入れ、具を固め冷ましておく。 

③ 具が冷めたら皮に包み、巻き終わりを水溶き小麦粉でとめ 

  １８０度の油できつね色になるまで揚げる 
 

★ポン酢・からし醤油等で食べると最高です。  Ｎ・Ｓ 

 

毎
月
第
四
水
曜
日
午
後
２
時
か
ら

公
民
館
等
で
、
カ
ラ
オ
ケ
を
飛
田
先
生

に
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 
今
回
の
コ
ロ
ナ
問
題
に
よ
り
、
楽
し

み
に
し
て
い
た
レ
ッ
ス
ン
や
、
会
員
の

皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

ま
ま
な
ら
ず
、
と
て
も
寂
し
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。 

し
か
し
、
「
日
頃
か
ら
ボ
イ
ス
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
欠
か
さ
ず
に
い
る
こ
と

が
重
要
だ
。
」
と
先
生
か
ら
お
伺
い
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
簡

単
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

① 

腹
式
呼
吸
を
意
識
す
る
。 

② 

発
声
練
習
「
あ
え
い
う
え
お
あ
お
」
に
始
ま
り 

口
を
大
き
く
開
き
、
活
舌
良
く
大
き
な
声
で
。 

③ 

口
を
大
き
く
開
く
こ
と
で
表
情
筋
が
豊
か
に 

な
り
、
笑
顔
な
ど
も
自
然
と
身
に
つ
く
。 

④ 

低
い
声
か
ら
急
に
高
い
声
を
出
す
と
き
、
ま
た 

逆
の
場
合
に
も
、
肩
に
力
を
入
れ
な
く
と
も
自 

然
に
き
れ
い
な
声
が
出
せ
る
。 

⑤ 

免
疫
力
も
上
が
り
健
康
に
繋
が
る
。 

 

ご
指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
を
皆
で
日
々
自
主
練

し
て
お
り
ま
す
。 

私
達
も
健
康
意
識
を
更
に
高
め
、
一
日
も
早
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
収
束
し
て
、
シ
ル
バ
ー

の
仕
事
と
と
も
に
「
さ
つ
き
」
趣
味
の
会
も
楽
し
め

る
日
が
来
る
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。 

 

 

 

今回は岡田にお住いの 

長澤さんの作品です。 

撮影場所：愛知県額田郡の本光寺   

 

 

 

 

 

 

投稿写真 

 

感
染
予
防
に
つ
い
て 

 

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
感
染
を
予

防
す
る
た
め
に
は
、
小
ま
め
な
手

洗
い
や
う
が
い
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
ら
と
同
様
に
大

切
な
の
が
、
普
段
の
生
活
リ
ズ
ム

で
す
。
早
寝
早
起
き
を
し
て
十
分

な
睡
眠
を
と
り
、
３
食
き
ち
ん
と

食
事
を
摂
る
。
そ
し
て
、
体
を
動

か
す
。
こ
の
何
気
な
い
普
段
の
生

活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
感

染
症
に
も
負
け
な
い
体
を
作
り

ま
す
！ 

市
健
康
づ
く
り
課 

保
健
師 

深
津
真
優
さ
ん 

 

  

保
健
師
さ
ん
か
ら
の 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス 

女 子 の 会   

「さつき」趣味の会だより 

みんなの広場では市民の皆様、会員の 

皆様のご投稿をお待ちしております。 

応募方法：メールまたは電子媒体で、 

0070atsugisc@sjc.ne.jp  まで。 

 

みんなの広場 
我が家の簡単レシピ 

簡単春巻き 

＊材料            

・春巻きの皮   １袋 

・もやし     １袋 

・にら      １袋 

・ひき肉（鳥 or 豚）200ｇ    

 

 

＊調味料            

・塩・コショウ 適量 

・醤油     大さじ２ 

・顆粒だしの素 大さじ１ 

・片栗粉    適量    

 

 

家庭にある材料でとっても美味しい春巻きをつくれますよ 

mailto:0070atsugisc@sjc.ne.jp
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常務理事 

兼事務局長 

小島 利忠 

事務局次長 

加藤 明夫 

   

○
第
１
回
理
事
会 

５
月
１
日
（
金
） 

 

審
議
事
項 

「
令
和
元
年
度
事
業
報
告
」 

「
令
和
元
年
度
収
支
決
算
」 

「
理
事
候
補
者
の
決
定
」 

「
監
事
候
補
者
の
決
定
」 

「
令
和
２
年
度
定
時
総
会
」 

「
表
彰
」 

の
６
件
が
議
題
と
な
り
、
書
面
評
決

に
よ
り
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。 

 

報
告
事
項 

「
正
会
員
入
会
申
込
者
」 

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

○
第
２
回
理
事
会 

６
月
３
日
（
水
） 

 

審
議
事
項 

「
理
事
長
、
副
理
事
長
、
常
務
理
事
の

選
定
」
が
議
題
と
な
り
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

      

   

○
第
１
回
地
域
班
会
議
及
び
健
康
管
理

講
習
会 

実
施
日 

７
月
３
日
（
金
）
～ 

場 

所 

公
民
館
等 

○
第
１
回
応
急
手
当
講
習
会 

実
施
日 

９
月
15
日
（
火
）
13
時
30
分 

場 

所 

生
き
が
い
セ
ン
タ
ー 

内 

容 

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
命
講
習 

募
集
人
数 

20
名
程
度 

○
一
日
奉
仕
の
日 

実
施
日 

10
月
17
日
（
土
）
８
時
～ 

場 
所 
厚
木
中
央
公
園 

内 

容 
公
園
除
草
・
清
掃 

○
シ
ル
バ
ー
の
日 

実
施
日 

10
月
中 

場 

所 

各
地
班
に
よ
る 

内 

容 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

    

緊
急
事
態
宣
言
中
は
、
事
務
局
職
員

を
交
代
勤
務
と
し
、
人
数
を
制
限
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
５
月
25
日
の
解
除
を

受
け
、
勤
務
体
制
を
通
常
通
り
と
し
て

お
り
ま
す
。
６
月
か
ら
は
、
入
会
説
明

会
や
接
遇
研
修
会
も
再
開
い
た
し
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

当
セ
ン
タ
ー
の
就
業
形
態
は
請
負
・

委
任
と
な
る
た
め
、
労
災
保
険
が
適
用

に
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
中
、
会

員
の
皆
様
が
安
心
し
て
就
業
で
き
る
よ

う
就
業
中
又
は
就
業
途
上
に
お
け
る
死

傷
病
等
を
補
償
す
る
傷
害
保
険
と
、
就

業
中
又
は
就
業
途
上
に
お
い
て
、
発
注

者
又
は
第
三
者
の
身
体
若
し
く
は
財
物

に
損
害
を
与
え
た
と
き
の
賠
償
を
担
保

す
る
賠
償
責
任
保
険
に
加
入
し
て
お
り

ま
す
。 

 

令
和
２
年
度
よ
り
一
部
補
償
内
容
を

変
更
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

 

○
傷
害
保
険 

通
院 

３
千
円
（
１
回
） 

入
院 

５
千
円
（
１
日
） 

死
亡
・
後
遺
障
害 

３
百
万
円 

○
賠
償
責
任
保
険 

１
事
故
・
期
間 

３
億
円 

剪
定
費
用
補
償
な
し 

免
責 
５
千
円 

  

怪
我
や
事
故
に
あ
っ
た
際
は
、
速
や

か
に
事
務
局
へ
ご
報
告
く
だ
さ
い
。 

 

   

■ 

人
事
異
動 

３
月
31
日
付
け
で
加
藤
毅
常
務
理
事

兼
事
務
局
長
が
退
職
し
、
新
た
に
前
事

務
局
次
長
の
小
島
利
忠
氏
が
常
務
理
事

兼
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
ま
た
、

事
務
局
次
長
に
は
加
藤
明
夫
氏
が
着
任

し
ま
し
た
。 

                    

理 

事 

会 

報 

告 
会
員
数
（
令
和
２
年
５
月
31
日
現
在
） 

・
男
性
８
０
０
人 

・
女
性
２
３
４
人 

合
計
１
０
３
４
人 

 

定
時
総
会
が
変
則
的
な
開
催
に
な

り
、
い
つ
も
の
６
月
号
の
表
紙
と
は

趣
を
変
え
て
み
ま
し
た
。 

 

会
員
の
方
の
就
業
も
元
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
が
、
改
め
て
、
健
康
と
安

全
に
注
意
し
て
、「
新
し
い
日
常
」
を

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

事 

業 

の 

計 

画 

 

編
集
後
記

編
集
後
記 

シ
ル
バ
ー
保
険
に
つ
い
て 

事 

務 

連 

絡 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

 
 

 
 

対
策
に
つ
い
て  


